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全
体
構
想

　

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
長
期

的
な
観
点
で
定
め
た
も
の
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

　
　
人
口
が
減
り
、
高
齢
者
が
ふ
え
て
も
、

　

生
活
の
質
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
持
続
可

　

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
基
本
理
念

　

富
士
山
の
ふ
も
と　

誰
も
が
住
み
た
い
・

　

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

　
　

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
4
つ
の
視
点
か

　

ら
定
め
て
い
ま
す
。

　

定
住
：
誰
も
が
安
全
・
安
心
・
快
適
に
暮

　
　
　
　

ら
せ
る
「
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す

　

交
流
：
多
様
な
交
流
に
よ
り
、
賑に

ぎ

わ
い
が

　
　
　
　

生
ま
れ
る「
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す

　

産
業
：
産
業
と
地
域
が
支
え
あ
う
活
気
あ

　
　
　
　

ふ
れ
る
「
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す

　

環
境
：
自
然
環
境
と
調
和
・
共
生
す
る「
ま

　
　
　
　

ち
」
を
目
指
し
ま
す

　
将
来
の
ま
ち
の
骨
格
（
将
来
の
都
市
像
）

　
　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

　

公
共
交
通
の
結
節
点
に
都
市
機
能
を
集
約

　

し
て
、
各
拠
点
間
な
ど
の
連
携
を
促
進
す

　

る
富
士
山
の
恵
み
を
活い

か
し
た
、
集
約
・

　

連
携
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※
左
上
図
参
照
。

　
ま
ち
な
か
ま
ち
づ
く
り
構
想

　

全
体
構
想
の
「
ま
ち
な
か
」
に
特
化
し
た
、

よ
り
具
体
的
な
計
画
で
す
。こ
の
構
想
で
は
、

吉
原
中
央
駅
・
吉
原
本
町
駅
周
辺
地
区
及
び

富
士
駅
周
辺
地
区
の
2
地
区
が
対
象
で
す
。

　
ま
ち
な
か
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

人
が
つ
な
が
り
、
ま
ち
が
つ
な
が
る
、
歩

　

い
て
暮
ら
せ
る
楽
し
い
「
ま
ち
な
か
」

　
　

誰
も
が
ど
ん
な
と
き
で
も
、「
ま
ち
な
か
」

　

を
安
心
し
て
便
利
に
移
動
で
き
る
、
人
に

　

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
数
値
指
標

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、か
つ

暮
ら
し
の
利
便
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
の
中
枢
機
能
を

担
う「
ま
ち
な
か
」の
将
来
の
定
住
人
口
2
万

7
0
0
0
人
を
目
指
し
、
再
開
発
事
業
や
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
、
ま
た
、
借
上
市
営

住
宅
制
度
な
ど
、
直
接
的
な
人
口
増
加
に
つ

な
が
る
事
業
・
制
度
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
23
〜
25
年
度
に
か
け
て
「
富
士

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
完
成
し
た
「
富
士
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
内
容
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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まちづくりの効果
で見込まれる人口
増加分

。、

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

　

お
お
む
ね
20
年
後
の
将
来
を
見
据
え
た

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り（
都
市
計
画
）の
基

本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。
都
市

計
画
決
定
の
根
拠
に
も
な
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
学
識
者
や
市
民

の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
市
民
会
議
や
、

各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん

商
業
関
係
者
な
ど
で
話
し
合
い
を
重
ね
、

幅
広
く
意
見
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
「
富
士
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
、「
全
体
構
想
」「
ま
ち
な
か
ま
ち
づ
く

り
構
想
」「
地
域
別
構
想
」
の
3
つ
の
構

想
と
、
構
想
を
実
現
化
す
る
た
め
の
方
策

で
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

、

まちづくりの数値指標　　　
　　　　（「まちなか」定住人口）

 1

、

 2 3 4

 1 2

富
士
市
都
市
計
画

　
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　       

を
策
定
し
ま
し
た

富
士
山
の
ふ
も
と
　
誰
も
が
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

、
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共生のエリア

新富士
駅

富士駅

新富士IC

 

富
士
川

身
延
線

西
富
士
道
路

東海道本線

東名高速道路

JR東田子の浦駅
JR東田子の浦駅

国道1号

新東名高速道路

東海道新
幹線

潤
井
川

JR吉原駅

JR入山瀬駅

富士IC

駿河湾

岳南鉄道線

JR竪堀駅

JR柚木駅

J
R
富
士
川
駅

JR富士根駅

産業拠点（産業活動の拠点）

「まちな
か」

地域連携・交流基幹軸
    「まちなか」にぎわい・交流軸

ふれあい・交流拠点（人や自然とのふれあいや交流を深める拠点）

地域生活拠点（共生エリアにおける生活の拠点）

新富士駅周辺
都市生活・
交流拠点

富士 IC周辺
産業拠点

新富士 IC周辺
産業拠点

広見
地域生活拠点

共生のエリア

保全と共生のエリア

都市活動のエリア

富士見台
地域生活拠点

入山瀬駅周辺
地域生活拠点

田子の浦港
産業拠点

岩本山
ふれあい・
交流拠点

「まちなか」
ふれあい・
交流拠点

富士川SA
ふれあい・
交流拠点

富士川
ふれあい・
交流拠点

吉原中央駅・
吉原本町駅周辺
都市生活・
交流拠点

都市生活・交流拠点（富士市のにぎわいの拠点）

沼津方面（東海道本線・国道 1号・県道
三島富士線・県道富士清水線）

国内・国外国内・国外

静岡
方面

（東
海道
本線
・国
道 1
号・

県道
富士
由比
線）

富
士
宮
方
面

（
身
延
線
・
国
道
139 号

・

県
道
鷹
岡
柚
木
線
）

「まちなか」

富士駅周辺
都市生活・
交流拠点

広域都市連携・交流軸（海路）
都市連携・交流軸

国
道1
3
9
号

N

保全と共生
のエリア

広域都市連携・交流軸（陸路）

 

　
地
域
別
構
想

　

市
内
26
地
区
を
6
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
つ
く
っ
た
き
め
細

か
な
計
画
で
す
。
全
体
構
想
に
即
し
つ
つ
、

地
域
の
特
性
や
特
徴
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
策

定
し
ま
し
た
。

◎
南
部
…
富
士
駅
北
、
富
士
北
、
富
士
駅
南
、

　
　
　
　

田
子
浦
、
富
士
南

◎
中
部
…
吉
原
、
伝
法
、
今
泉
、
青
葉
台

◎
東
部
…
吉
永
、元
吉
原
、須
津
、浮
島
、原
田

◎
西
部
…
岩
松
、
岩
松
北
、
富
士
川
、
松
野

◎
北
部
…
富
士
見
台
、
神
戸
、
吉
永
北
、
大
淵

◎
北
西
部
…
鷹
岡
、
広
見
、
天
間
、
丘

　
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

　

市
は
、
今
後
、
将
来
の
都
市
像
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
別
構
想
を
さ
ら
に
具
体
化
し

た
「
地
区
別
計
画
」
の
策
定
や
、
地
区
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
の
策
定
な
ど
に
つ
い

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
　
☎（
55
）2
7
8
6
　
5（
51
）0
4
7
5

　
　
　
　
　
　
　
　 
　
Etoshikei@

div.city.fuji.shizuoka.jp

市民会議 会長　
　石川　良文さん

　

富
士
市
は
、
富
士
山
の
恵
み
を
受

け
、
豊
か
な
交
通
基
盤
や
産
業
基
盤

に
支
え
ら
れ
た
人
口
規
模
の
大
き
な

都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
が
問
題
化
し
、
こ
れ
ら

は
社
会
福
祉
や
財
政
的
な
問
題
も
引

き
起
こ
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
富
士
市
が
発
展
し
続
け

る
た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
多
く
の
市
民
が
、
魅
力
的
な
ま

ち
で
あ
る
と
感
じ
、「
住
み
た
い
・
住

み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
会
議

を
は
じ
め
、
ま
ち
な
か
検
討
部
会
、

地
域
別
協
議
会
を
設
け
、
合
計
1 
5

6
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
協
議
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
も
と
に
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
の
協
働
に
よ
り
、
着
実
に
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

富士市の将来の都市像
富士山の恵みを活かした、
集約・連携型のまちづくり

、

地域の現状

まちづくりの課題

まちづくりの目標

まちづくりの方針

地域別構想の構造

▼

▼

▼

　各ブロックごと、
下記の流れでつくら
れています。

持続可能なまちづくりに向けて

★
希
望
者
に
は
、「
富
士
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
概
要
版
な
ど
を
無
料
配
布

　

し
て
い
ま
す
。
直
接
、
市
役
所
6
階
都
市
計
画
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。


